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面談記録 

日時 2010 年 2 月 16 日（火）16：00～18：00 

場所 JICA マラウイ事務所 

面談相手 小渕所長、星野次長、佐野所員、Mr.KAPALAMULA Godfrey (Senior Programme Officer) 

面談者 中川、矢島、高梨、小林 

 
概 要 

１． 星野次長 

・ 本件はマラウイ政府として も注目しているプロジェクトであり、結果がどうであれ確りした調査
報告を出して欲しい、というのがマラウイ側要望である。 

・ マラウイ国の一般事情として、近年は経済成長率など比較的高い率を示している。一方、南部地域
では中国の投資も見られる他、」他のドナーによる活動もある。 

・ 南部の鉄道については、ＥＵ/ＭＣＣ等が興味を示していたが、ＭＣＣは途中から電力セクターに
舵を切った。 

・ 道路支援国としては、ＥＵ/WB/中国/アラブ開銀、アフリカ銀行 ADB などである。 
・ 鉄道について、モザンビーク側では Moatize 炭鉱目的でベイラ港からの鉄道を整備中である。一

方、マラウイ国内では南部では長期間使用していないので損傷が大きいようである。 
・ （中川からの質問に対して）MoTPI の言う“チロモ橋の改修”とは、流失区間を含めた約２ｋｍの

区間を意味している。 
２． 小渕所長（他の会議から Mr.Kapalamula と共にここで参加） 

・ 無償案件では出来ないので、開発調査案件としてなんとかマラウイ側への対応を行うこととなった
が、その調査結果に対して先方は大いに期待している。その結果次第では、日本独自では無理であ
ってもいくつかのドナーに分けて実施することが可能とも考えられている。 

・ 本件は大統領が自ら強く望んでおり、シレーザンベジ水運計画とも関連して重要案件とされてい
る。 

・ 大統領は本年のアフリカ会議の議長に選出された際の演説で、３本柱の１つとして他国に渡るイン
フラ整備の重要性を強調した。 

・ 昨年来、燃料危機が発生しており懸念されている。 

 



 

面談記録 

日時 平成 22 年 2 月 17 日（水）8：00～8：30 

場所 MOTPI 会議室 

面談相手 M.P. Magwira (Principle Secretary) 

Collins K Kumangirana (Director of Road) 

Kelvin Mphonda (Civil (Road) Engineer) 

面談者 中川、矢島、高梨、小林 

星野次長 

 
概 要 

１．JICA 挨拶（星野次長より） 

本プロジェクトは「セナ鉄道リハビリ計画」とされているが、鉄道に限らず、チロモ地域がブラ
ンタイヤや国境まで繋がることでどのような効果があるか、セナ回廊の開発・復旧という幅広い観
点から調査を行う。詳細は明日から協議したい。 
 

２．協議内容 

MOTPI より以下のコメントがあった。 

・ MOTPI は同局の管理下に鉄道組織を来月にも作ることにしている。 
・ 現在、マラウイでは、輸送費の占める割合が高いのが問題となっている。輸入価格の 6～7％が輸

送費となっている。また、輸入品の 16～17％は、ケープタウン経由である。 
・ 河川港のンサンジェ港の整備は、2010 年 6 月までに完成させることになっている。倉庫群も建設

される。 
・ Nacala 回廊と Beira 回廊を比較すると、後者の方がはるかに輸送距離は短い。 
・ 1 日 4 列車をベイラからブランタイヤまで運行させたい。そうなれば沿線開発にも繋がるものと期

待される。 
・ この調査の目的は、道路と鉄道回廊整備として貰いたい。 
・ S/W 調印は、3 月 3 日が休日の為、3 月 2 日として貰いたい。 
・ 詳細の打合せは明日になるが、鉄道回廊担当者を出席させる。 
・ 現地調査では、MOTPI の職員を 3 名参加させる。 
・ Chiromo の不通区間を日本等のドナーにリハビリして貰えば、残りの区間は MOTPI で整備でき

る。この整備は、主としてバラスト補充と路盤の整備である。バラストは、Makanga の北方地域
で、良質な石材が取れるので問題ない。残りの区間が整備出来ないのは、バラスト輸送ができない
からである。 

・ Chiromo の流出箇所には、6 連のカルバートがあったが、流出してしまった。カルバートは洪水に
よって流され易いので、カルバートによる改修は避け、もっと恒久的な構造物で再建して頂きたい。

・ 本格調査が 6 月となれば、乾季となり調査もやりやすいと思われる。 
・ 鉄道運営は、コンソーシアムにより実施されているので、MOTPI には鉄道回廊担当者しかいない。
・ ゴマ～バングラの M１（国道 1 号線）の改修は EU の資金を予定している。 
・ S151 および S152 の改修は、アラブ資金を予定している。 
・ セナ回廊の改修については、鉄道と道路の両方が必要である。 

 

 



 

面談記録 

日時 平成 22 年 2 月 17 日（水） 10:00～11:00 

場所 RA 会議室 

面談相手 Mr. Kulemeka,  Chief Executive Officer, ROADS AUTHORITY 

Mr.Dimu, RDM Engineer, ROADS AUTHORITY 

面談者 星野次長、中川、矢島、高梨、小林 

 
概 要 

１． 星野次長よりの表敬挨拶 

星野次長より、本調査団のメンバー紹介、日程、調査概要に関してＲＡに説明を行った。 
２． Mr. Kulemeka(CEO)よりの説明概要 

Mr. Kulemeka(CEO)より、セナ回廊及びそれに関連する道路整備プロジェクトの説明を受けた。 

・ セナ回廊に関しては、バングラからのンサンジェ間道路改修プロジェクトは外国の援助でなくマラ
ウイ政府によって 2008 年 5 月に開始され、現在整備中である。本年度中には完了する予定である。

・ マカンガ～バングラ間が洪水により流失してしまったため、現在この区間が不通となっており、こ
の区間の改修が必要となっている。 

・ マカンガ～ティヨロ間の S151 道路に関しては、現在ビットミン（アスファリト舗装）による改修
計画を策定しており、マカンガ～バングラ間の整備に合わせて、S151 道路が整備されれば、国道
１号線（Ｍ１）の他にブランタイア～バングラ間を結ぶ道路が整備されることになる。 

・ セブン～タブア間の S152 道路に関しても RA によって Upgrade の設計はしたが、資金源が見当
たらない。 

・ チクワワ～ムワンザ間の S136 道路は、「マ」国南部の西側を通る道路であり、現在設計中である
が、改修されることにより、国道１号線（Ｍ１）の他にムワンザに行く道路が整備されることにな
る。 

・ Mr. Kulemeka はサイナーの 1 名になっているが、3 月 5 日頃までマラウイを離れるためサインが
できない可能性もあるが、その際は後から送ることで対処したい。 

 



 

面談記録 

日時 平成 22 年 2 月 17 日（水） 15:00～16:00 

場所 EU 会議室 

面談相手 Mr. Jocelin Cornet,  Head of the Infrastructure Section, Delegation of the EC to 

Malawi 

面談者 中川、矢島、高梨、小林 

Mr. Kapalamula Godfey,  Senior Programme Officer, JICA 

 
概 要 

EU から「マ」国への支援は 2000 年から 1.5 億ユーロを拠出している。本件の JICA 調査団が目
的とするセナ回廊であるが、上位計画として 2004 年に発表された「National Transport Policy of 
Malawi」があり、それに基づいて回廊の開発計画されることが望ましい。しかし、国家レベルとそ
の下部に位置する National Road Development Policy の間に開きがあり、それを補完する政策がで
きていないため、開発戦略に空白が生じている。 
それを補完する意味から、EU は昨年「Technical Assistance to Rail Sector Development」を実

施した。今後マラウイが発展するためには、崩壊したチロモ橋を再建し、現在ブランタイヤからマ
カンガまでしか運行していない既存鉄道をモザンビークの鉄道に結節させ、セナ回廊に鉄道を運行
させることが非常に重要である。 
チロモ橋付近の寸断された鉄道を改修し、モザンビーク側の鉄道と結節させることは、ブランタ

イヤ市にも石炭供給が可能となるばかりか、セナ回廊を大きく発展させることとなる。しかし、今
回の調査団がモザンビーク側の回廊を調査しないのは片手落ちであり大変残念に思う。 
モザンビークにおける港湾はベイラ港とナカラ港があるが、ベイラ港は港湾の規模は小さく、ナ

カラ港に比べ将来の期待性が小さい。したがって、マラウイ南部の将来輸送に当たってはナカラ回
廊の方が有望である。 
モザンビーク鉄道もマラウイ鉄道と同様に民間のコンソーティアムが運行管理を行っており、2

つの異なったコンソーティアムが共同運営することは難しい点もあろうが、それ以上に大きなメリ
ットが期待されるものと考えられる。 

2002 年に EU がチロモ橋付近の流出個所をカルバートで改修させようと計画したが、マラウイ側
からの不評を受けた。これは水文調査に不足があったからだと考えられるが、古い調査なので詳細
のことは分からない。 
セナ回廊は鉄道の改修ばかりでなく、道路整備も同様に重要であり、鉄道も道路もそれぞれ輸送

の役割分担をさせれば、さらに輸送効率も上がり当該地域の発展に繋がるはずである。 

 

 



 

面談記録 

日時 平成 22 年 2 月 18 日（木) 8：00～10：00 

場所 MOTPI 会議室 

面談相手 Collins K Kumangirana (Director of Road) 

Patric G.J. Lapukeni (Corridors Project Manger) 

Kelvin Mphonda (Civil (Road) Engineer) 

A.D.B. Msowoya (Director of Marine Services) 

Wadddingham Makonyola (Assistnat Director of Marine Services (Ports)) 

面談者 中川、矢島、高梨、小林 

 
概 要 

１．MOTPI 挨拶（Mr. Kumangirana より） 
本プロジェクトは「セナ鉄道リハビリ計画」とされているが、鉄道に限らず、チロモ地域がブラ

ンタイヤや国境まで繋がることでどのような効果があるか、セナ回廊の開発・復旧という幅広い観
点から調査を行う。調査行程は、配布済みの資料の通りである。本日は、回廊担当者を呼んであり、
調査団と詳細を協議したい。 

 
２．協議内容 
(1) 回廊の現状説明 
MOTPI より以下の説明があった。 
・ コリドー(回廊)マネジャーは、鉄道専従ではないが、他に担当者がいないので、道路と鉄道の両方

を見ている。 
・ セナ鉄道は、もともと Makanga～Nsanje～Dona Ana～Beira まで繋がっており、運行されてい

た。しかし、モザンビークの内戦の為、運行されなくなった。運行再開に当たり、モザンビーク内
の一部も不通であるが、Chiromo 橋部分が不通であることが一番の問題点となっている。Dona 
Ana でザンベジ川にかかる橋梁も破壊されたが、すでにリハビリ中である。（他の MOTPI 担当者
によれば調査中とのこと） 

・ Marka～Don Ana 間も使われずに放置されていたが、バラスト補充等のメンテ作業を行えば、使
用可能になる。Nsanje～Marka 間も同様に放置されていたが、小橋梁の改修と軌道保守により、
自分たちで改修可能である。 

・ 鉄道のインフラは、政府のものであり、コンセッショネアーが運営保守を行っている。しかし、旅
客輸送は行っていない。車両及び Depot もすべてコンセッショネアーに売却した。 

・ Blantyre～Makanga 間は、MOTPI がコンセッショネアーに補助金を与えて、旅客輸送を委託し
ている。その地域の農産物等の小口輸送に利用されている。道路輸送は、戸口から戸口まで輸送出
来るので便利であるが、鉄道の方が輸送コストが安い。 

・ マラウイ内のコンセッショネアーは CEAR 社で、モザンビーク内は CDN（SDCN？）である。 
・ コンセッションフィーは、固定金額（US$50 万）＋利益配分となっている。 
・ 流出された区間は EU が 4 年前、水理調査を実施したが、その後も洪水が発生している。なお、

水理データは Water Department へ行けば入手できるのではないか。 
・ 北部への鉄道延伸については、過去に計画されたこともあるが、詳細は不明である。しかし、北部

鉱山からの石炭輸送は、マラウイ湖の水運により実施されており、Chipoka 港でセナ鉄道に乗せ
換えているので、必要性はない。 

・ 鉄道計画としては、ブランタイヤからモザンビークへ抜ける回廊がある。また、リロングウェイか
らザンビアへ抜ける回廊計画も立案されている。 

・ シレ川の水路は洪水の度に変化し、乾季の水路は雨季の水路と全く相違しており、水路がないとい
える。カルバートが崩壊したのも、この水路の変化がもたらしたものである。 

 
(2) 調査範囲の確認 

今回の調査範囲について、MOTPI と調査団間で、以下の確認を行った。 
・ 本調査は、Chiromo 橋リハビリと称しているが、Chiromo 橋（正しくは、Shire 橋）の架け替え



のみを対象としているのではない。目的は、Makanga～Bangula 間の鉄道道路不通区間（ 大で
8km）を解消することにある。従って、鉄道リハビリではなく、回廊リハビリが正しい。 

・ 先般の EU、WB、JICA 等によるドナー会議で、Makanga～Marka 間のマスタープラン調査を
JICA が担当することになった。なお、この調査は具体的なリハビリ費用を供与するものではない。

 
(3) 今後の予定 
今後の予定は以下の通り。なお、2 月 20 日と 21 日の調査には、MOTPI から職員が同伴する。 

・ 2 月 19 日 15：00 CEAR 面談、車両工場視察 
・ 2 月 20 日 Chiromo 東側流出箇所視察 
・ 2 月 21 日 Chiromo 西側流出箇所視察、M1(Bungla～Nsanje 間)道路視察、Nsanje 港視察及び

面談 
 

 



 

面談記録 

日時 平成 22 年 2 月 19 日（金）15：00～16：30 

場所 CEAR 本社 2F 会議室 

面談相手 Hendry Chimwaza, Managing Director  

Kondwani K. Mkonda, Director of Infrastructure and Safety 

面談者 中川、矢島、高梨、小林 

佐野所員、 Mr. Kapalamula Godfey 

 
概 要 

１．JICA 挨拶（佐野所員より） 
本プロジェクトは「セナ鉄道リハビリ計画」の調査を行う為の、S/W ミッションである。セナ回廊

の開発・復旧という幅広い観点から調査を行う。本日は、鉄道担当者からの質疑に回答をお願いした
い。 
２．協議内容 
  CEAR からの説明は以下の通り。 
・ コンセッション契約は、貨物に限られている。 
・ 旅客輸送はマラウイ政府との別契約で実施している。1999 年から 20 年契約で 5 年毎に契約更新

を行うことになっている。2009 年から 3 回目の契約に入っている。リログウェイ～ブランタイヤ
間の様に、ミニバスが頻繁に運行されていない区間（ブランタイヤ～マカンガ、Nayuchi 間）に
運行している。頻度は週２列車である。 

・ 主要な鉄道貨物輸出輸送品目は、砂糖、豆類、紅茶、タバコ、ピーナッツであり、輸入輸送品目は、
消費財、肥料、石油である。 

・ コンテナ取り扱い施設は、ブランタイヤにあるが、ドライポートの機能はない。40 フィートコン
テナの輸送も可能である。タバコはコンテナ輸送である。ブランタイヤにデポがあり、タンク車の
取り扱い設備がある。貯留タンクも設置されている。 

・ ディーゼル機関車は、10 両保有しており、そのうち 8 両は稼動しているが 2 両は修理中である。
すべての機関車、貨車は、CEAR 社に帰属している。しかし、インフラは、政府に帰属している。

・ 機関車は、カナダのボンバルディア製である。貨車は、南アフリカ、ジンバブエ、UK から輸入し
ている。機関車は 1980 年製であるが、部品を製造していないので、特注している。 

・ 職員は、400 人である。職員研修は、実施している。15～16 人の運転手を現在教育している。 
・ 言語の違いから、マラウイ側の運転手（英語）とモザンビーク側の運転手（ポルトガル語）の交代

と機関車を Nayuchi 駅で交換している。 
・ CEAR の株主構成は、下図に示す。SDCN が 51％で、CFM が 49％となっている。通りであるが、

マラウイ側の株主とモザンビーク側の株主は、同じ構成になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．CEAR の株主構成図 モザンビーク 
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・ 収支は赤字である。理由は、2003 年にリログウェイ～ブランタイヤ間の橋が流失し、2005 年に再
建されるまで、貨物輸送量が減ったのが原因である、また、その再建費用も重荷になっている。輸
送力に対して、100％の貨物があれば黒字となる。 

・ 車両基地には油類分離装置が設置されており、環境には配慮している。 
・ 旅客運賃はゾーン制になっており（10 ゾーン）、1 ゾーンは 4～5 駅である。運賃は、MK100～200

で、政府からの補助金は MK400～500 となっている。 
・ コンセショイン契約により、赤字になっても政府に線路使用料を支払っている。 
・ CEAR の本社はリログウェにあり、その他の地区にはない。 
・ 旅客輸送は、6 両の編成の客車に手荷物用に 3 両の貨車が付随している。手荷物料金は、別途徴収

される。 
・ 車両工場は、政府の資産であるが、コンセッション契約により自由に使用できる。ここでは、列車

検査、重修理を行っている。入れ替え機関車は、台湾からの供与品である。 
・ セナ回廊の運営には、興味がある。ベイラ港の容量が限定されている為、ナカラ港からベイラ港へ

転移する貨物は少ないと考えている。従って、セナ回廊を運営しても、ナカラ回廊の貨物輸送が減
ることはないと考えている。 

・ 一方で、ベイラ回廊はナカラ回廊に較べ延長距離が 200km も短く、ナカラ回廊の事故等による遮
断に対処する代替回廊の役目を果たすという意義があるので、セナ回廊の整備は重要と考えられ
る。 

・ モアティゼ鉱山とブランタイヤ間に新線を建設して、ナカラ港まで石炭輸送する計画もある。 
・ セナ回廊はモザンビークとの国境を越えて間もなくドナアナ橋梁付近で結節するが、ドナアナ橋梁

は内戦によって破壊されており、現在インドの CCFB という会社によって調査中である。橋梁延
長 3.7km という長大橋である。 

・ 北部からのタバコの輸送は、マラウイ湖の水運を利用して、Chipoka 港で鉄道に載せ換えている
ので、鉄道の延伸は当面必要ない。 

 

 



面談記録 
日時 2010 年 2 月 23 日 15:00-16:00 
場所 在マラウイ日本国大使館 
面談相手 野呂元良（特命全権大使） 

小川伸一（一等書記官） 
面談者 調査団 

 
概 要 

・ チロモでは 1.8km の橋梁をかけることができれば、洪水対策を考慮しなくてすむものの、経済性
や施工性で困難があるものと理解する。 

・ 日本としては調査の実施までをコミットしており、資金供与は前提としていないことをマラウイ側
には伝えてある。 

・ マラウイ北部にウラン鉱山があり、稼動が開始されたことから、2012 年頃には輸出額が 2~2.5 億
ドルほど（現在のタバコ輸出額に準ずる水準）になると見積もられており、外貨準備高が増すこと
により、円借款実施の可能性もあるのではないかと考えている。 

・ 調査実施後の資金供与を考える場合、組織的な健全性から見て AfDB でなく WB か EU と協調融
資を行うほうがよい。 

・ ンサンジェ港開発を大統領の号令で実施しており、ンサンジェまで鉄道を通すことができれば、相
乗効果が期待できる。 

・ 先般マラウイ大統領が AU の理事長に選ばれており、現在 AU では広域インフラの整備を推進し
ている。その観点から、国際回廊となるセナ回廊は南部アフリカにとって非常に重要となると考え
る。 

 
 

面談記録 
日時 2010 年 2 月 24 日 14:00-15:00 
場所 アフリカ開発銀行(AfDB) 
面談相手 Eng. Benson Bumbe Nkhoma, Infrastructure Specialist 
面談者 調査団 

 
概 要 

・ AfDB ではマラウイにおいては現在インフラセクターでは道路のみを行っている段階である。ブラ
ンタイヤ～ゾンバ道路整備プログラム、ムワンザ～ニチェウ（Nitcheu）道路整備ＦＳ、リロング
ウェバイパス（13km）、またナカラ回廊整備（第 1 フェーズ：モザンビーク及びマラウイ、第 2
フェーズ：モザンビーク及びザンビア、第 3 フェーズ：OSBP 整備）を行っている。 

・ 本年 3 月にモザンビーク、マラウイ、ザンビアを対象地域としてシレ・ザンベジ川水路開発ＦＳを
開始させる予定である。 

・ マラウイ国内での鉄道セクターへの支援については、まだ AfDB 内で議論しているところである。
・ AfDB としては、今後鉱山部門と鉄道の関係に興味を持っているところである。 
・ AfBD ではナカラ回廊を第 1 プライオリティとし、統合市場形成のデモンストレーションケースと

することを計画しており、セナ回廊についてはまだ議論していない段階である。 
・ 個人的な見解だが、ンサンジェ港開発へのマラウイ政府の強い Political Drive を感じている。ン

サンジェは City に昇格することとなっている。また、セナ回廊についてはサトウキビ生産者が
大のステークホルダーになるのではないかと考える。 

 



面談記録 
日時 2010 年 2 月 25 日 10:15-11:00 
場所 世界銀行（WB） 
面談相手 Ms. Sandra Bloemenkamp, Country Manager 

Ms. Chrissie Kamwendo, Operations Officer 
面談者 調査団 

 
概 要 

・ 2010 年現在では WB としては交通セクターへの支援は行っていない。理由としては、EU や EIB
など他ドナーがすでに協力を行っているためである。 

・ WB は鉄道セクターリストラクチャープログラムをこれまで TA として実施してきたが、オペレー
ターによれば制度面での問題があり、インフラ部分の改良への政府のコミットが十分でないとの認
識があり、政府間での対話が必要と思料する。 

・ セナ回廊（セナ鉄道含む）への支援は今後 3～5 年程度の間に WB として支援するか否かの結論を
出すつもりである。 

・ 回廊支援を行う場合は、WB、EU、AfDB 等のドナー間で密に情報交換を行い整備していくことが
重要である。 

・ WB としてはナカラ回廊とセナ回廊の整備優先順位をつけるべきと考える。 
・ 今後のインフラセクターへの支援はまだ不明であるが、マラウイ政府が調整し、必要あるとなれば

検討することとしたいが、エネルギーセクターへの支援を現在は考えているところである。 
・ シレ・ザンベジ流域開発プロジェクトを WB では開始させており、水力発電や灌漑また洪水対策

を行うことを目的としており、本プロジェクトと JICA の間で連絡を密に取ることが重要と考え
る。 

 
 

面談記録 
日時 2010 年 2 月 25 日 15:00-17:00 
場所 Ministry of Transport and Public Infrastructure(MoTPI) 
面談相手 Mr. Collins Kumangirana, Principal Secretary 

Mr. Bright B. Kumwembe, Director of Administration and Finance 
Mr. Kelvin N. Mphonda, Civil Engineer, Roads Department 

面談者 調査団 
 

概 要 
・ チロモ地域については道路及び鉄道共に戦略的に考えたいインフラである。 
・ 他ドナーはまだセナ回廊開発に支援を表明していないが、これはマスタープランが作られていない

からであり、プロジェクト実施後にマスタープランが作成されれば、マラウイ政府としても積極的
にドナーを巻き込んでいきたいと考えている。 

・ マラウイ側として現在 M1 と S151 の整備を行っており、マラウイ南部交通の確保という点でチロ
モ付近が交通のボトルネックとなっていると考えている。 

・ 可能であればチロモ橋については鉄道橋と道路橋を同時に建設し、バングラ～マカンガ間の鉄道、
道路交通を同時に復旧したいと考えているが、本格調査での提言に基づき検討していきたい。 

・ なお、チロモ地域とは、マカンガ～バングラ間を指す地名である。 

 



面談記録 

日時 平成 22 年 3 月 2 日（火）10：00～10：40 

場所 MoTPI, Marine Department (海事局) 会議室 

面談相手 Waddingham Makonyola, Assistant director of Marine Services (Ports) 

面談者 矢島、高梨 

 
概 要 

海事局から、「マ」国の海運事情について、説明を受けた。概要は以下の通り。 
・ 現在の水運は、マラウイ湖に限られている。マラウイ湖で使用している 2 隻の客船は日本からの供

与品で、貨物船はドイツからの供与品である。また、モンキー・ベイの設備も日本からの供与品で
ある。 

・ ンサンジェ港は、水深 10m まで掘削を行いうが、平均 6m～10m の間で水位の変動があるが、8m
は確保できると考えている。接岸できる 大の船は、65m で、8,000～10,000 トンを計画してい
る。主要な輸送品目は、燃料であろう。「マ」国政府は、国際航路船を保有していないので、PPP
などにより船を調達することになる。 

・ チンデ港までは、水深の浅いところと、急な屈折箇所があるのが問題で、今後浚渫や、河川改修が
必要であると考えている。 

・ チンデ港の設備は十分でないので、当面ベイラ港で積み替えを行うことになる。チンデ港が整備さ
れれば、輸送量が拡大できると考えている。 

・ ンサンジェ港の EIA は、EU が Pre-F/S を実施することになっている。 
・ 海運と競合するモザンビーク内のベイラ回廊（鉄道）は、テテまでインドの会社（RITES 社と

IRCON 社）が建設中である。モザンビークのザンベジ川に架かるドナアナ橋は、道路鉄道併用橋
であるが、リハビリはすでに終了している。 

・ → 正しくは、ドナアナ橋は元々鉄道橋として建設されたが、「モ」国の内戦後使用されなくなった。
そこで、1995 年から 2006 年まで、道路橋として使用していた。しかし、2007 年から再度鉄道専
用にするためのリハビリ工事を始め、リハビリは終了している。なお、道路専用橋としては、川下
にカイア橋が完成している。 

・ セナ鉄道が完成しても、河川輸送の方は輸送力が大きいので、河川の方が経済的である。また、鉄
道は、盛土部分が流出しやすく、天候に左右されやすい。いずれにしても、２モードあることは、
「マ」国にとって重要であると考える。 

・ 国際海運に関しては、マラウイは国際海事機関（IMO）に加盟している。 
(注) IMO の概要 
1958 年設立。1958 年の日本の加盟により、IMCO（Inter-governmental Maritime Consultative 
Organization：政府間海事協議機関）の設立及び活動に関する IMCO 条約が発効要件を満たし、設立
に至った（IMCO 条約の採択は 1948 年）。1982 年に名称を、国際海事機関（IMO）に改称した。 
本部は、ロンドン（イギリス）で、海上の安全を守り、海運の発展や船舶による貿易に関する情報交
換の場を提供することを目的とする。 
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事業事前評価表（開発計画調査型技術協力） 
担当部署：経済基盤開発部 

１．案件名 
国 名：マラウイ国 
案件名：セナ回廊開発計画調査プロジェクト 

Project for the Study on Development of the Sena Corridor 
２．協力概要 
（１）事業の目的 
マラウイ国ブランタイヤ市以南のセナ回廊にかかる陸上交通インフラのマスタープランを策定

し、優先プロジェクトの選択にかかるプレフィージビリティースダディを実施する。 
 
（２）調査期間 
2010 年 9 月～2011 年 10 月（14 ヶ月） 
 
（３）総調査費用 
2.7 億円 
 
（４）協力相手先機関 
主管官庁及び実施機関：運輸・公共設備省 

（Ministry of Transport and Public Infrastructure） 
（５）計画の対象（対象分野、対象規模等） 
 １）対象分野：公共・公益事業（運輸交通） 
 ２）対象地域：セナ回廊及びベイラ回廊（ベイラ回廊はセナ回廊 M/P 作成のための調査のみ

を対象） 
 ３）技術移転の対象： 運輸・公共設備省 
３．協力の必要性・位置付け 
（１）現状及び問題点 

内陸国の「マ」国は国内輸送の 70％及び国際輸送の 90％以上を道路交通に依存しているもの

の、インフラ整備の遅れから輸送コストが嵩み、国内産業の競争力が停滞している。輸送コス

トを低減させるためには効率的に外港にアクセスすることが必要であるが、「マ」国から外港に

至るためには、ベイラ回廊、セナ回廊、ナカラ回廊、ダルエスサラーム回廊に限られており、

これら国際回廊の整備は急務となっている。特に南部アフリカとの輸出入においては、現在セ

ナ回廊でなく、ベイラ回廊のみが活用されているものの、モザンビーク国側のベイラ回廊上の

交通が遮断されることによりマラウイ国の物価が上昇するなど、単一の回廊に依存することに

よる深刻な事態が発生したことから、マラウイ国にとってベイラ回廊とセナ回廊の複層的な国

際回廊を確保することは重要となっている。 
セナ回廊は、モザンビーク国ベイラ港を起点として隣国マラウイ国につながる国際回廊とし

て位置付けられており、その交通モードとしては鉄道、道路、水路が存在している。しかしな

がら、1983 年のモザンビーク国内戦により、セナ鉄道は物理的損傷を受け、国際路線として利

用されなくなった。また、1997 年のマラウイ国大洪水によりマラウイ国バングラ～チロモ~マ
カンガ間が被害を受け、チロモ～バングラ間の道路と鉄道軌道が流出し、同路線はバングラ以

南の地域では利用されなくなった。しかし、2010 年にモザンビーク国側のセナ鉄道路線（ベイ

ラ～テテ間）は、世界銀行の支援を受け鉄道路線のリハビリが完了したことを受け、マラウイ

国とモザンビーク国間でセナ回廊復旧に関し協議が行われてきたところである。 
このような状況から、マラウイ国はセナ回廊復旧の妥当性を検討するため、セナ回廊を構成

するマラウイ国ブランタイヤ市以南の地域にかかる陸上交通インフラ（道路及び鉄道）のマス

タープラン（M/P）を策定し、優先的なプロジェクトにかかるプレフィージビリティースタディ

を実施する必要がある。加えて、マラウイ国交通セクターでは業務委託方式が主であることか

ら、運輸・公共設備省の政策及び計画策定能力の向上は不可欠であり、公共事業の計画策定能

力支援も含む本プロジェクトを我が国に要請した。 



 
（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

マラウイ国政府は 2006 年 7 月から 2010 年 11 月の 5 年間におけるマラウイ国における包括

的戦略として、2006 年に「マラウイ成長開発戦略（Malawi Growth and Development Strategy；
MGDS）」を策定した。これは、持続的な経済成長とインフラ開発により、貧困削減を目指すこ

とを目標としており、交通インフラについては、輸送コスト削減に向けた輸出入にかかる輸送

及び手続きの時間短縮、国内・周辺域内・国際市場へのアクセス改善、地域コミュニティの市

場アクセス改善による生産力の向上、また、ンサンジェ内陸港湾開発も含むシレ・ザンベジ水

路開発の実施が含まれている。 
本プロジェクトは MGDS におけるインフラセクターの方針を補完するものであることに加

え、セナ回廊開発によりシレ・ザンベジ水路開発を側面支援するものであることから、相手国

政府国家政策の目標の中に位置付けられる。 
 
（３）他国機関の関連事業との整合性 

セナ回廊上では、アラブ系ファンド（クウェートファンド、石油輸出国機構、アラブ経済開

発銀行）によりセナ回廊を構成する S151 の道路舗装が実施中。また、シレ・ザンベジ水路開発

プロジェクトを建設-運営-譲渡方式により MOTA-ENGIL 社が実施中である。同プロジェクトで

はシレ川及びザンベジ川の水運航路システム構築のための「ンサンジェ港」の建設を実施して

いる。 
本プロジェクトはンサンジェ港の効果的な活用も含むマスタープランを策定することから、

他機関と調査結果を共有することにより効果的な事業につながることが想定される。 
 
（４）我が国援助政策との関連、JICA 国別事業展開計画上の位置づけ 
JICA の対マラウイ国国別事業展開計画（2010 年 5 月改訂）においては、援助重点分野「イン

フラ開発」、開発課題「運輸交通インフラ整備」中の「運輸交通インフラプログラム」に整合す

る。 
４．協力の枠組み 
（１）調査項目 

1. 調査対象地域の現状調査 
 1-1.  既存資料及び調査結果の収集・分析 
 1-2. 社会経済状況分析 
 1-3. 道路ネットワーク調査 
 1-4. 鉄道設備調査 
 1-5. 社会経済フレームの分析 
 1-6. 交通調査 
 1-7. 物流調査 
 1-8. 自然条件調査 
 1-9. モザンビーク国内セナ回廊及びベイラ回廊陸上交通インフラ調査 
 1-10. チロモ氾濫地域調査 
2.  セナ回廊交通マスタープラン作成 
 2-1.  現在・将来物流及び交通需要予測 
 2-2.  セナ回廊路線（M1、S151、S152、セナ鉄道）の交通インフラ機能明確化 
 2-3. セナ回廊道路網（M1、S151、S152）整備計画 
 2-4. セナ鉄道整備計画 
 2-6. 整備計画にかかる概略設計及び概算工事費算出 

 2-7. 維持管理計画の策定 

 2-8. 経済・財務評価 



 2-9. 環境社会配慮 
 2-10. セナ回廊整備計画の策定 
3.  優先事業のプレフィージビリティースタディの実施 
 3-1.  予備設計 
 3-2.  施工・維持管理にかかる概算費用算出 
 3-3. 経済・財務分析 
 3-4. 環境社会配慮調査 
4.  総合評価及び提言 

 
（２）アウトプット（成果） 

・セナ回廊交通マスタープランの策定 
・優先事業のプレフィージビリティースタディの実施 
・インフラ事業に係る運輸・公共インフラ省の計画策定能力の向上 

 
（３）インプット（投入）：以下の投入による調査の実施 

（ａ）コンサルタント（分野／人数） 
 以下の分野で各 1 名を予定。 

 総括／総合交通計画 

 副総括／橋梁計画Ⅰ 

 需要予測（貨物・旅客・物流） 

 交通調査・物流調査、解析 

 鉄道計画 

 道路計画 

 橋梁計画Ⅱ 

 河川改修計画 

 自然条件調査Ⅰ（水理、水文、治水計画） 

 自然条件調査Ⅱ（測量・地質調査） 

 施工計画・積算 

 経済・財務分析 

 環境社会配慮 

 業務調整員／交通調査補助 
 
（ｂ）その他 
研修員受入れ 
 

５．協力終了後に達成が期待される目標 
（１）提案計画の活用目標 

本プロジェクトで策定された中長期的な事業計画も含む M/P を活用し、マラウイ国政府によ

り事業が実施される。 
 
（２）活用による達成目標 

セナ回廊の陸上交通インフラが復旧し、物流が活性化する。 
 
６．外部要因 
（１）協力相手国内の事情 



・運輸・公共設備省内に鉄道ユニットが配置される。 
・セナ回廊開発にかかる政策が変更されない。 
 

（２）関連プロジェクトの遅れ 
シレ・ザンベジ水路開発プロジェクトが中止されない。 
 

７．貧困・ジェンダー・環境等への配慮（注） 
マスタープランの策定及びプレフィージビリティースタディの各段階で実施される代替案検討

に環境社会配慮を含め、既存鉄道の整備計画、橋梁の架設計画や道路の拡幅計画などによって

想定される環境社会への望ましくない影響の回避・低減を図る。やむを得ず発生する影響に対

し緩和策及びモニタリグ計画を講じる。 
８．過去の類似案件からの教訓の活用（注） 

特になし 
 
９．今後の評価計画 
（１）事後評価に用いる指標 

（ａ）活用の進捗度 

マラウイ国政府が本プロジェクトにより策定された計画をどの程度実施したか。 

 

（ｂ）活用による達成目標の指標 

・ セナ回廊における交通量 

・ セナ回廊における輸出入貨物量 

・ セナ回廊における平均移動時間 

 

（２）上記（ａ）および（ｂ）を評価する方法および時期 

・フォローアップ調査によるモニタリング 

・必要に応じ、調査終了後 5 年目以降に事後評価を実施 
（注）調査にあたっての配慮事項 
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